
からかなり逸脱した行動′†ターンを示した｡ き祝ったが.1才でみなしごになった場合(N-10)には.

◎みなしごは.群れのオトナオス.母親でない特定の 約半数しか生存しなかった｡なお,これらの諸点につい

オトナメス,あるいは他のみなしごと親密な社会関係を ては.1978年度も継続して概訳されている｡とくに母子

結びながら.群れ円で成長していく.母親を失った時の 関係を中心にした.行動のグロサl)-は.現在.フィル

年令が2才以上であれば.すべてのコドモ(N-26)が生 ムを分析して作製中である｡

設定課題 4.霊長類の系統 ･種分化 ･種の特性に関する研究

琵長日における TBPA の多型に関する研究

田名部雄一 (岐阜大･農)

詔長日39種において.血菜サイロキシン結合ブレア′レ

プミン (TBPA)の存在ならびにその多型を支配する逝

伝子 (PLPおよび旦竺)の迫伝子頻度を前年に引続き,

個体数を増して討べた｡

現在までに流罪3.069個体のヒト.および38孤のサル

の血王掛こついて分析した｡

現在まで和られた主な班の旦空 の氾伝子頻度と例数
(かっこで示す)は次のようである｡ヒト上科ではヒト

I.000(100),チンパンジー 1.000(4),クロテナガザル

1.000(5),シロテナガザル 1.000(29),であった｡オナ

ガザル上科ではシルバールトン0.944(9),シロカンム

リリーフモンキー 0.667(3),マンドリル 0.500(1),マ

ントヒヒ0.805(300),ドグエラヒヒ0.900(50),マン

トヒヒとドグエラヒヒの自然雑種 0.891(64),こホンザ

ル 0.000(1,423),ヤクザル 0･000(149),ベニガオザル

1.000(23),ブタオザル 0.952(42),タイワンザル0･823

(63),アカゲザル 0.864(408),ボンネットザル 0･684

(19),カニクイザル 0･922(115),アッサムザル 0･956

(23),サバンナモンキー 0.443(185)であった｡またオ

マキザル上村 (広界没却)のウ-I)モンキー (2),チュ

ウペイクモザル(2),リスザル(14),フサオマキザル(6),

ヨザル (2),および原投獄のオオギャラゴ(5),コモンツ

′り (5)にはいずれもTBPAは存在しなかった｡

これらのことからTBPA は狭界砥類の種にのみ存在

し.その多型 (些竺の存在)はオナガザル上科 (Cercop-

ithccoidea)の理のみに存在し,ヒト上科 (Hominoidca)

の柾ではPAF/PAFに固定されていることが知られた｡

またニホンザルは1,423頭がすべて PAS/PASに固定さ

れていた｡

毘長類の組械適合抗原の研究

天野 栄子 (刀1医大)

戯於移椴や免疫辺伝学においてm変な位田を占めるヒ

ト組織適合性抗原を解明するために.ヒトに近緑なサル

を用いてその組拙適合性抗原の究明おJ:ぴサルにおける

抗HLA抗体の作製と応用を昨年にひきつづき筑みた｡

昨年までの検討でサルリンパ球とヒト由釆抗HLA血

清とを細胞毒性試験で反応させたのでは.拭持崩性の反

応のため型を決定できないことがわかっているので吸収

試験によって調べたところ,サル1)ンパ球にはHLA-B7,

All.B12は存在しないがHLA-A9はヒトと共有するこ

とが確認された｡また HLA-A2については抗血桁によ

って成約を邦にした｡

次にヒト白血球あるいはサル白血球を4回静脈注射し

て免疫し,抗血桁を作烈しだ｡

ヒト白血球で免疫した抗血桁は払い種特異性を示し,

ヒト培糞.)ンパ球で朔回に吸収をくりかえしたが.在特

異抗体を除去できずn1-の特用的抗血Wlは得られなかっ

た｡

サルの同fB免疫により作嬰生した抗血桁とヒト1)ンパ球

とで細胞種性試験を行ったところ.小豆33と宮島383の

抗血沼が HLA･̂2を持つヒトt)ンパ球とのみ特異的に

反応し.ヒト由来抗 2̂血桁と一致した｡

サルの同班免攻でJJUられた抗血河が抗 HLA･A2の特

異性をもつことから.サルのあるものは少くともヒトの

HLA･A2の抗原決定誠を共布していることが示唆きれ

rnA抗原の系統発生的な両からの考訳上重要な事実を

提供すると考えられる｡サルの同位免疫血清と.)ンパ球

とのあらゆる組合せを作ることによりサルの組践適合性

抗原系の解析作業を現在池めているので.これによって

サルの白血球型が将来確立され.移植免疫の動物実験を

行う基礎づけが可柁となろであろう｡また別の応用面と

して現在抗HLA血桁としてヒト妊婦血清が用いられて

いるが.将来サルの免矧こよろ単一特異的な抗血沼の作

封への芯を閃くものということができる｡今後他の抗原

性についてもさらに検討する予定である｡
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